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ごあいさつ

桑田　純一郎理事長

　平素は、但陽信用金庫に深いご理解と格別のお心寄せを賜り、厚くお礼申し上げます。
　当金庫は、本年６月１０日に創業１００周年を迎えました。この大きな節目に今日まで多大なご支援とご愛顧をお寄せ
いただいた皆様に、改めて深く御礼申し上げますとともに、当金庫の企業理念・経営理念、令和７年度における業績や
業務の内容・地域貢献活動などについて、より深くご理解いただきたく「たんようの現況」－2026年版－を作成いたし
ました。創業100周年の特設ページも作成しております。ご高覧賜りますようご案内申し上げます。
　令和７年度は、少子高齢化による構造的かつ長期的な人手不足に対応して、省力化・ＤＸ・ソフトウェアなどへの企
業の設備投資が堅調に推移した上に、賃上げ気運の継続や政府による各種の支援策により個人消費が緩やかながら
回復したことが景気を下支えしました。さらに、日本初の女性首相に就任した高市首相の「責任ある積極財政」にも景
気回復への期待が高まっています。
　一方、今後については、本年２月２８日に始まった米国・イスラエル両国のイランへの軍事攻撃とそれに伴う原油不
足が、世界経済に大きな影響を与えることが懸念されます。
　当金庫は、このような不透明な社会情勢の中、地域に根差した金融機関として「長く培ってきた独自性」や「“よろず
相談所”の実践」を通じてさらに深化した金融仲介機能の発揮に努めることで、地域になくてはならない金融機関とな
るよう取り組んでまいりました。
　その結果、預金貸出金ともに大幅な業容拡大が図れ、前年度を上回る16億32百万円の当期純利益を確保するこ
とができました。これはひとえに、皆様方の温かいご支援の賜物であり、深く感謝申し上げます。
　今後とも、これまで培ってきた独自の社風・風土を守りつつ「やさしさ、思いやり」をもって、「よろず相談所」の実践に
取り組み、お取引先の一先一先に金融業務はもちろん、どのようなことでもお役に立たせていただくべく、さらに積極的
に１５０周年、２００周年に向かって取り組んでまいります。
　何卒、今後とも変わらぬご支援とご愛顧を賜りますようお願い申し上げます。

　令和８年７月

私たちは地域の「よろず相談所」でありたいと
願っています。
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　　　　　のあゆみ
TANYO DISCLOSURE 2026

　おかげさまで当金庫は、創業100周年の大きな節目を迎えました。
　これも偏に皆様方の温かいご支援、ご愛顧の賜物と心より御礼申し上げます。

　“100周年の感謝を胸に
　　　　 これからもあなたのそばに”
　当金庫はこれからも皆様によりそい、「よろず相談所　但陽信用金庫」として、心ふれあう
おつきあいを大切にしてまいる所存でございます。
　今後とも、より一層のご支援を賜りますようよろしくお願い申し上げます。

100周年を記念して、オリジナルキャラクターが誕生！
　「当金庫発祥の地である生野町」の黒川地域は国の天然記念物オオサンショウウオの生息地とし
て知られており、NPO法人日本ハンザキ研究所によって調査研究や保護活動が行われています。
　本キャラクターはこのオオサンショウウオをモチーフとして誕生しました。
　今後、店舗の看板やチラシ、ホームページや総合口座通帳などに様々なポーズで登場し、彩りを
添えてくれます。

職員集会所（昭和49年に取り壊され、
この地に但陽会館を建設）

完成した職員研修所（のちの但陽会館・
昭和50年12月20日）

創立30周年記念割増金附定期預金
チラシ（昭和31年）

創業60周年メッセージを掲載した
社内報（昭和61年）

創業当時の事務所

生野町口銀谷512番地に新築移転
した当時の事務所（昭和5年）

現在の生野支店の場所（生野町511
番地）に新築移転した当時の本店

（昭和27年）

本店営業室風景（昭和32年2月）

姫路支店開店時の彫刻引き継ぎ式
（昭和41年3月7日）

預金1,000億円達成（昭和57年12月） 預金5,000億円達成（平成18年4月） 預金1兆円達成（令和6年6月）

社内報「たんよう」第1号表紙
（昭和45年）
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旧粟賀支店（S29.3撮影）

旧中川支店（S30.5撮影）

旧寺前支店（S33.4撮影）

旧朝来支店（S42.12撮影）

旧姫路支店（S41.3撮影）

旧高砂支店（S45.12撮影）

旧姫路南支店（S54撮影）

旧加古川駅前支店
（加古川サンライズビル1F S57.3撮影)

店舗の新設等

昭和26年
27年
30年

　33年
35年
38年
41年
42年

44年
45年
47年

50年
51年
53年
55年

57年
58年

59年

61年
62年
63年

平成2年
3年
4年
6年

10年

11年
12年

13年
14年
18年
19年
20年
22年
24年
25年
28年
２９年

9月
12月
8月
4月
9月
5月
3月

12月

10月
12月
9月

11月
4月

12月
9月
3月

12月
3月
3月

9月
5月
6月
9月
5月
9月
5月

10月
10月
10月
12月
10月
3月

11月
7月
5月

11月
12月
6月

11月
3月

12月
11月
4月
1月

10月
5月

粟賀支店
中川支店
甘地支店
寺前支店
香呂支店
福崎支店
姫路支店
朝来支店
△中川支店
城北支店
高砂支店
△寺前支店
土山支店  
姫路南支店
加古川支店
別府支店
姫路西支店
東加古川支店
加古川駅前支店
北野支店

（◇東加古川支店）
加古川東支店
○福崎支店新築
高砂中央支店
大塩支店
本荘支店
加西支店
生野支店（◇本店）
△加古川駅前支店  
○本店
平野支店

（◇加古川支店）
溝口支店
姫路灘支店
神野支店
高砂西支店
稲美支店
北野支店新築
姫路東支店
寺前支店
高砂支店新築
姫路南支店新築
尾上支店
別府支店増改築
○粟賀支店新築
姫路北支店
勝原支店
城西支店
飾磨支店
姫路支店新築
〇朝来支店新築
和田山支店

（注）（◇名称変更、◯移転、△廃止）

昭和40.3 昭和45.3 昭和50.3 昭和55.3 昭和60.3 昭和64.3 平成5.3

預金1,169億円
貸出金948億円

預金　385億円
貸出金329億円
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沿革

大正15年
昭和22年

27年
44年
47年
48年
50年
52年
53年

57年
58年
61年
63年

平成元年
2年

3年
7年

8年

10年
11年

12年

13年

14年

15年

16年
17年

18年

19年

20年

21年
22年
23年
24年
25年
26年

２７年

２８年

29年

31年

令和元年

2年

３年

４年

５年

６年

７年

８年

6月
8月
３月
3月

11月
4月

12月
5月
7月

11月
12月
5月

12月
5月

10月
5月
9月
1月

11月
12月
4月
5月

11月
10月
１月
9月
１月
７月

10月
2月
3月
4月

10月
2月

11月
2月
4月
7月
6月
4月
6月
3月
4月
3月
3月
4月
5月
２月
８月
7月

10月
6月

11月
2月
2月
3月
４月
４月

１１月

５月
６月
１月

２月
６月
２月

８月
９月

１１月
２月
３月
４月
４月
５月
6月

１０月
１２月
８月

３月

３月
４月
5月
３月

4月
２月
３月
６月
4月

５月
1月

２月

産業組合法による有限責任生野信用組合設立
産業組合法による保証責任生野町信用購買利用組合設立
信用金庫法による信用金庫に改組し、名称を但陽信用金庫と決定
預金総額100億円達成
日本銀行歳入代理店事務取扱開始
城北支店事務センターを新設

「但陽会館」新築
加古川本部を新設
オンライン稼動（当座、普通）
両替商業務取扱開始
預金総額1,000億円達成
融資オンラインスタート
貸出金総額1,000億円達成
本店を生野町から加古川市へ移転、旧本店を生野支店とする
平野事務センター完成
共同オンラインスタート
預金総額2,000億円達成
サンデーバンキング取扱開始
日本銀行と貸出取引開始　
但陽会館新館竣工
預金総額3,000億円達成
貸出金総額2,000億円達成
渉外支援システム導入
休日相談コーナー開設

「コンプライアンス委員会」設置
モバイル・バンキングサービスを開始
NPO法人但陽ボランティアセンター設立

「ALM委員会」設置
但陽ビジネスサービス（株）設立
預金総額4,000億円達成
テレホンバンキングサービス開始
保険窓口販売取扱開始
確定拠出年金業務取扱開始
本店別館増築竣工
インターネットバンキングスタート
個人向け国債取扱開始
新渉外支援システム開始（ＰDA）

「リレバン委員会」設置
法人インターネットバンキング取扱開始
本部組織の一部変更（監査部）

「よろず相談室」を新設
ATMによる通帳繰越取扱の開始
預金総額5,000億円達成
ATM利用手数料の無料化開始

「コンプライアンス室」を新設
ＩＣキャッシュカード発行開始
創業80周年記念誌発刊
全店にＡＥＤ（自動体外式除細動器）設置

「リレバン委員会」を「地域密着型金融推進委員会」に名称変更
「高齢者取引対策委員会」を設置
預金総額6,000億円達成

「当金庫の多重債務者問題への取組み」が金融担当大臣より顕彰
中小企業経営力強化支援法に基づく「経営革新等支援機関」に認定
でんさいネット取扱開始

「第11回企業フィランソロピー賞」受賞
但陽会館（宿泊棟）完成

「融資審査会」を設置
「地域創生部」を新設
加古川税務署より「優良申告法人」の表敬

預金総額7,000億円達成
創業90周年

「神河町のお茶園継業セットアップ事業」が地方創生に資する特徴的
な取組事例として地方創生担当大臣より表彰

「総合企画部」「融資管理部」を新設
預貸和1兆円達成
営業エリア内の自治体・商工団体との「地域創生に関する包括連携
協定」締結を完了

「職員相談室」を新設
「但陽美術館別館」開館
「個人営業推進部」「事業所営業推進部」「経営相談部」を新設
「緊急特別融資（コロナウイルス対応）」創設
「新型コロナウイルス対応」相談窓口の設置
「たんようSDGs宣言」を公表
預金総額8,000億円達成
第23回「信用金庫社会貢献賞」において「会長賞」を受賞
貸出金総額3,000億円達成

「たんよう赤十字奉仕団」の結成
預金総額9,000億円達成
兵庫県立大学産学連携・研究推進機構との「産学連携協力の推進に
係る協定」の締結
創業95周年事業の一環として、朝来市へ彫刻「オウシ・ゾウケイ　
大地からのおくりもの–林–」を寄贈

「但陽信用金庫の認知症バリアフリー宣言」を公表
創業95周年事業として営業地域内の自治体に寄付

「マネロン等対策委員会」を新設
脱炭素の取組みのひとつとして、朝来市と「Ｊ-クレジット購入希望者
の紹介業務に関する協定」を締結
加古川市へ1,000万円の寄贈による紺綬褒章拝受

「Bank Pay」、「ことら送金」の取扱開始
当金庫内（本支店間）振込手数料をすべて「無料」に
預金総額1兆円達成
加古川市のネーミングライツパートナーとして「加古川市営駐車場」

「加古川ウェルネスパーク」の命名権を取得。それぞれ愛称が「たん
ようカーパークつつじ」「たんようウェルネスパーク」となる。
全店にデジタルサイネージを配備
東播2市2町第三セクターの地域新電力会社「とうばんクリーンエナ
ジー（株）」の設立に出資

「ゼロカーボンなまち」の実現を目指す神河町、（株）バイウィルと連
携協定締結

平成10.3 平成15.3 平成20.3 平成25.3 平成31.3 令和5.3 令和8.3

預金3,380億円

貸出金2,176億円

預金5,384億円

貸出金2,260億円

預金7,524億円

貸出金2,909億円

貸出金3,964億円

5,000億円

2,000億円

(単位：億円)

・・・預金・積金

・・・貸出金

預金1兆264億円



8

出張所（店外ATM）の新設等

CD1号店 旧寺前駅前出張所
(昭和57年4月撮影)

総合口座通帳（青）

総合口座通帳（赤）

総合口座通帳（キャラクター）

100周年を記念して、
新しいデザインの通帳を

採用しました。

昭和57年

61年
63年

平成2年

5年

6年

7年

8年

9年

10年

11年

12年

13年

14年

15年

16年

１７年

１８年

19年

20年

21年

22年

23年

26年

27年
28年

29年
31年

令和元年
２年
３年
５年

６年
７年

4月
９月
1月
2月

11月
12月
10月
11月

12月

4月

12月

4月
10月

2月
8月

10月
2月
3月

9月

9月
2月

3月

11月
2月
5月
6月

10月

12月
12月

2月
2月
2月
3月
4月
7月

8月

11月

3月
6月
6月

6月

7月
7月

7月

9月
10月

11月
１１月
12月
2月
３月

6月

６月

7月

8月

11月
11月
4月
5月
5月

11月
12月
1月

3月

4月
6月

12月
10月
11月
5月

10月
3月

6月

7月
11月
2月
2月
8月

10月
11月
12月
12月

4月
5月

10月
10月
1月
２月

11月
4月
4月
6月
2月

5月
9月

11月
3月

5月
9月

10月

1月
2月

4月
5月

7月
10月
10月
2月
7月
７月

１１月
2月
３月
６月
８月

寺前駅前出張所〔粟賀〕（△平成14年5月）
JR溝口駅出張所（香呂）（△平成元年9月）
姫路聖マリア病院出張所〔香呂〕
アリオ加古川（◇グリーンプラザべふ）出張所

〔別府〕
加古川市役所出張所〔本店〕
大塩駅前出張所〔大塩〕（△平成12年2月）
公立神崎総合病院出張所〔粟賀〕
ドライブインながさわ出張所〔土山〕

（△平成13年11月）
姫路医療センター(国立姫路病院)出張所

〔姫路〕（△令和2年7月）
コープ白浜出張所〔姫路灘〕

（△平成14年4月）
加古川西市民病院(加古川市民病院)出張所

〔本店〕（△平成28年6月）
ライフ福崎出張所〔福崎〕
加古川東市民病院(神鋼加古川病院)出張所

〔別府〕（△平成28年6月）
JR福崎駅出張所〔福崎〕
ジョイパーク加古川出張所〔本店〕

（△平成25年8月）
マックスバリュ豊富出張所〔香呂〕
マックスバリュ市川出張所〔甘地〕
ヤマトヤシキ加古川店カピル出張所〔本店〕

（△平成14年11月）
ロイヤルホームセンター加古川出張所〔別府〕

（△平成16年10月）
マックスバリュ今福出張所〔尾上〕
加古川市役所職員出張所〔本店〕

（△平成24年9月）
東加古川駅前出張所〔加古川東〕

（〇平成15年11月）
マルアイ野口出張所〔平野〕
加古川石守ショッピングタウン出張所〔北野〕
アスパ高砂出張所〔高砂中央〕
トーホー大塩出張所〔大塩〕（△令和5年1月）
加古川総合文化センター出張所〔北野〕

（△平成29年8月）
コープ砥堀出張所〔城北〕
モリス高砂米田出張所〔高砂〕

（△平成17年6月）
マックスバリュ安田出張所〔本店〕
マルアイ伊保出張所〔高砂西〕
加古川中津出張所〔本店〕（△平成20年8月）
マックスバリュ友沢出張所〔本店〕
ヤマダストアー花田出張所〔姫路東〕
甲南加古川病院出張所〔神野〕

（△平成25年9月）
ショッピングコートピノ高砂出張所

〔高砂中央〕（△平成24年2月）
朝来ショッピングモールアルバ出張所

〔朝来〕（△平成28年10月）
マルアイ浜の宮出張所〔別府〕
マックスバリュ町田出張所〔姫路西〕
マックスバリュ香寺出張所〔香呂〕

（△平成29年10月）
マルアイアンビック（◇マルアイフエルト）
出張所〔姫路〕
コープ播磨出張所〔本荘〕
マルアイ城北出張所〔城北〕

（△平成19年10月）
マックスバリュ加西南出張所〔加西〕

（△令和3年2月）
イオン土山出張所〔土山〕（△令和元年5月）
トーホー曽根出張所〔高砂西〕

（△令和6年9月）
コープ田寺出張所〔姫路〕
コープ稲美出張所〔稲美〕（△令和2年8月）
的形出張所〔大塩〕（〇平成27年7月）
マックスバリュ水足出張所〔北野〕
マックスバリュ御国野出張所〔姫路東〕

（△平成26年3月）
JR加古川駅ハート・イン出張所〔本店〕

（△平成27年11月）
JR姫路駅ハート・イン出張所〔姫路南〕

（△平成28年2月）

イーグレひめじ出張所〔姫路〕
（△平成31年3月）
トーホー高砂出張所〔高砂中央〕

（△平成30年6月）
姫路赤十字病院出張所〔姫路西〕
姫路亀山出張所〔飾磨〕
マルアイ城の宮出張所〔土山〕
マックスバリュ岡田出張所〔城西〕
マルアイ辻井出張所〔姫路北〕

（△令和元年11月）
ヤマトヤシキ加古川店出張所〔本店〕
イオンタウン加古川西出張所〔高砂〕
姫路循環器病センター出張所〔城西〕

（△令和4年3月）
アスティアかさい出張所〔加西〕

（△令和6年6月）
大手前出張所〔姫路〕（△平成31年2月）
マルアイ木村出張所〔本店〕
イオン宮西出張所〔姫路〕（△令和3年11月）
マルアイ一色出張所〔別府〕
イオンモール姫路大津出張所〔勝原〕
ディオ明石出張所〔土山〕（△令和元年7月）
マックスバリュ宝殿出張所〔高砂〕
県立加古川病院出張所〔平野〕

（△平成21年10月）
県立総合リハビリセンター出張所〔土山〕

（平成２４年６月）
マルアイ東加古川出張所〔加古川東〕
神河中村出張所〔粟賀〕（△平成30年3月）
マックスバリュ書写出張所〔姫路北〕
マックスバリュ安室出張所〔姫路北〕
マックスバリュ稲美出張所〔稲美〕
マルアイ広峰出張所〔城北〕
マックスバリュ英賀保出張所〔飾磨〕
マックスバリュ青山出張所〔姫路西〕
ヤマダストアー新青山[◇ヤマダストアー
青山]出張所〔姫路西〕
マルアイ広畑出張所〔勝原〕（△令和4年3月）
イオン和田山（◇エスタ和田山）出張所

〔和田山〕
イオンタウン姫路別所出張所〔姫路東〕
イオンモール加西北条出張所〔加西〕
イオンタウン野口出張所〔平野〕
マルナカ広畑出張所〔勝原〕
県立加古川医療センター出張所〔北野〕
イオンタウン東加古川出張所〔土山〕
マックスバリュ西今宿出張所〔城西〕
ニッケパークタウン出張所〔本店〕
イオンタウン姫路出張所〔姫路南〕

（△令和5年1月）
コープ神吉出張所〔高砂〕
マックスバリュ東山出張所〔姫路灘〕
イオン姫路出張所〔城北〕
ヤマダストアー阿弥陀出張所〔高砂西〕

（△令和3年1月）
マックスバリュ溝口出張所〔溝口〕
マルアイ八幡出張所〔神野〕
マルアイ今福(◇マルアイ南備後)出張所

〔本店〕
朝来市役所出張所〔和田山〕
フレッシュバザール和田山玉置出張所

〔和田山〕
BiVi土山出張所〔本荘〕
朝来医療センター出張所〔和田山〕

（△令和3年12月）
加古川中央市民病院出張所〔本店〕
新井出張所〔朝来〕（△平成29年12月）
山東出張所〔和田山〕
マルアイ本社・神野店出張所〔北野〕
マルアイ中津出張所〔本店〕
マルアイ六分一出張所〔土山〕
高砂市役所出張所〔高砂中央〕
マルアイ広畑出張所〔勝原〕
マックスバリュ宮西出張所〔姫路〕
山陽姫路駅出張所〔姫路〕
マルアイ曽根出張所〔高砂西〕

　　　　（注）（◇名称変更、◯移転、△廃止）
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業績概要（事業の概況）
TANYO DISCLOSURE 2026

但陽信用金庫と地域の絆

　2025年度は、国内において構造的な人手不足や物価上昇、政策金利引き上げに伴う金利上昇など変化の大きい金融経済
環境が続く中、米国・イスラエルのイランへの軍事攻撃とそれに伴う原油不足が世界経済だけでなく国内にも大きな懸念を与
えています。
　そのような中、当金庫は、「よろず相談所」「パーパス経営の実践」に努めるとともに、預金については、「間口拡大、メイン化推
進」、貸出金については、お取引先事業所への本業支援・経営改善支援、個人のお客様への生活設計支援を愚直に継続し、より
一層の金融仲介機能の発揮に努めました。
　この結果、預金・貸出金ともに業容の拡大が図れ、前期を上回る16億32百万円（前期比1億38百万円、9.26％増）の当期純
利益を計上しました。
　今後とも、これまで培ってきた独自の社風・風土を守りつつ「やさしさ、思いやり」をもって、金融業務はもちろんどのようなこ
とでもお役に立たせていただくべく取り組んでまいります。

　当金庫は、大正15年に但馬（朝来市生野町）にて創業。山陽地域にご縁を拡げ、昭和63年5月、東播磨の加古川市に本店を
移転。南但馬を含めた兵庫県中南部を事業区域に、地域の中小企業者や住民による会員組織の金融機関として、相互扶助によ
る「地域の発展」「豊かな暮らしの実現」を共通の理念としています。
　地域のお客様からお預かりした大切な預金は、地域で資金を必要とされるお客様にご利用いただき、事業や生活の繁栄の
お手伝いをするとともに、地域社会の一員として中小企業者や住民の皆様との強い絆とネットワークを形成し、地域経済の持
続的発展に努めています。
　また、金融サービス機能の提供にとどまらず、「まち・ひと・しごと創生総合戦略」の基本目標でもある「地域創生」への参画や
文化・環境・福祉・教育・観光といった面も視野に、広く地域社会の活性化に積極的に取り組んでいます。

2025年度の業績について

〈2026年3月末現在〉

〈2026年3月末現在〉

顧客数：449,164 先
会員数：  33,169 名

常勤役職員数
店 舗 数
出 張 所

自己資本比率

：610名
：34店舗
：７1出張所

：14.84%

（うち他金庫幹事
3出張所）

3,964億円

10億72百万円

1兆264億円

代理貸付：81億円

サービス網について
2025年8月15日(金)に「マルアイ曽根出
張所」を開設しました。
2026年6月末現在で、34店舗71出張所
(店外ATM)の店舗網となっています。

マルアイ曽根出張所
〈営業時間〉
平　　  日 : 8:00～21:00
土・日・祝日 : 8:00～21:00
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　損益については、政策金利引上げに伴う金利上昇から、
預け金利息・有価証券利息配当金収入が増加し、貸出金
も景気回復や本業支援・資金繰り支援への取組み強化に
より残高・利息収入ともに増加したことから、資金利益は
112億15百万円（同15億74百万円、16.33％増）となり
ました。
　経費は、他企業に遜色ない賃上げ実施により人件費が
84百万円、物件費が65百万円増加したことから、77億
42百万円（同2億2百万円、2.68％増）となりました。債
券・株式の売買損益は、債券5勘定尻が、有価証券の損失
処理を進めたことから▲28億50百万円の損失（同▲12
億28百万円、▲75.75％減）株式3勘定尻が、15億68
百万円（同4億34百万円、38.32％増）の利益計上となり
ました。
　経常利益は、22億48百万円（同2億37百万円、 
11.83％増）、当期純利益は16億32百万円（同1億38
百万円、9.26％増）を計上しました。

預金・貸出金について

損益について

［預金について］
　預金については、政策金利引き上げにより預金金利が
上昇し定期預金獲得競争が過熱しつつある中、引き続き個
人先および事業先の「間口拡大、メイン化推進」に注力する
ことで「集まる預金態勢」の強化に努めました。
　その結果、期末残高は1兆264億円（前期比155億円、
1.53％増）と増加が図れ、定期性預金が同170億円増加し
ましたが、流動性預金は同▲14億円と減少しました。
　また、人格別においても法人預金が同173億円増加しま
したが、個人預金は▲39億円の減少となりました。

■

■

■［貸出金について］
　米国関税措置の影響や原材料、燃料価格、賃金等の高騰
による厳しい経営環境が続く中、これまで通り、対面（Face 
to Face)での営業・伴走活動により、お取引先事業者への
資金繰り支援・本業支援・経営改善支援、及び個人のお客様
への生活設計支援に最優先で取り組みました。
　その結果、貸出金の期末残高は3,964億円（前期比299
億円、8.18％増）となり、事業性融資が182億円、個人向け
融資が72億円、地元地公体向け融資が44億円それぞれ増
加しました。

業 務 純 益

コア業務純益

経 常 利 益
当 期 純 利 益

：

：

：
：

業務純益＝業務収益－（業務費用－金銭の信託運用見合費用）。貸倒引当金繰入額が全体として繰入超過の場合、一般貸倒引当金繰入額
（または取崩額）を含みます。
コア業務純益＝実質業務純益－国債等債券損益。国債等債券損益は、国債等債券売却益、国債等債券償還益、国債等債券売却損、国債等債券償還損、国債
等債券償却を通算した損益です。
経常利益=(業務収益＋臨時収益)－(業務費用＋臨時費用）
経常利益に特別利益・特別損失を加減し、法人税等を控除した最終利益

・

・

・
・

ワンポイントメモ

2025年度2024年度2023年度

■預金・貸出金残高の推移 預金残高 貸出金残高

（億円）

（億円）

10,000

12,000

15

25

30

35

40

20

10

5

0

8,000

6,000

4,000

2,000

0

2024年度 2025年度2023年度

■損益状況の推移 業務純益 コア業務純益
経常利益 当期純利益

9,686億47百万円

1兆264億円
1兆108億43百万円

3,416億39百万円
3,964億56百万円

3,664億77百万円

30,649 30,875 31,548

（注）・個人事業主の方の個人消費資金は、個人向資金として計上しています。

■貸出金の業種別内訳
　（2026年3月末現在　単位：百万円）

■貸出先数（単位：先）

個人
23,299

個人
23,400

個人
23,855

事業者等
7,350

事業者等
7,475

事業者等
7,693

2023
年度

2024
年度

2025
年度

製造業
43,875

（11.06%）建設業
29,354

（7.40%）
卸・小売業
22,200

（5.59%）
不動産業
43,374

（10.94%）
サービス業
40,162

（10.13%）
その他の産業
41,040

（10.35%）

地方公共団体
43,063

（10.86%）

個人
133,385

（33.64%）

うち住宅資金
95,788

（24.16%）

合　計
396,456

（100.00%）

うち個人
消費資金他
37,596

（9.48%）

22億48百万円

16億32百万円

36億84百万円

8億19百万円

18億43百万円
20億10百万円

13億51百万円
14億93百万円

23億42百万円
24億46百万円

6億64百万円
8億24百万円
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　自己資本比率は、「リスクを有する資産（リスク・アセット等）」に対
する「自己資本額」の比率であり、金融機関経営の健全性、安全性を
示す重要な指標の一つです。
　2025年度の自己資本比率は、前期比△0.28ポイント低下の
14.84％となりましたが、依然として国内基準4％を大幅に上回る水
準を保っています。
　引き続き、経営の重要課題であるリスク管理に留意し健全性・安
全性の確保に努めつつ、地域金融機関として地元皆様の支援に積極
的に取り組んでまいります。

当金庫の2026年3月期の自己資本比率

×100=14.84%=
自己資本の額（コア資本に係る基礎項目の額54,603百万円−コア資本に係る調整項目の額1,058百万円）

信用リスク・アセットの額の合計額342,642百万円＋オペレーショナル・リスク相当額の合計額÷8％18,031百万円

〈国内基準行向けバーゼルⅢにおける自己資本比率の算式〉

自己資本比率について

（注記）
１．「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」とは、破産手続開始、更生手続開始、再生手続開始の申立て等
　の事由により経営破綻に陥っている債務者に対する債権及びこれらに準ずる債権です。
２．「危険債権」とは、債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態及び経営成績が悪化し、契約
　に従った債権の元本の回収及び利息の受取りができない可能性の高い債権で、「破産更生債権及びこれ
　らに準ずる債権」に該当しない債権です。
３．「要管理債権」とは、信用金庫法上の「三月以上延滞債権」に該当する貸出金と「貸出条件緩和債権」に該
　当する貸出金の合計額です。
４．「三月以上延滞債権」とは、元本又は利息の支払が約定支払日の翌日から三月以上遅延している貸出金
　で、「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」及び「危険債権」に該当しない貸出金です。
５．「貸出条件緩和債権」とは、債務者の経営再建等を図ることを目的として、金利の減免、利息の支払猶予、
　元本の返済猶予、債権放棄その他の債務者に有利となる取決めを行った貸出金で、「破産更生債権及び
　これらに準ずる債権」、「危険債権」及び「三月以上延滞債権」に該当しない貸出金です。
６．「正常債権」（Ｂ）とは、債務者の財政状態及び経営成績に特に問題がない債権であり、「破産更生債権及び
　これらに準ずる債権」、「危険債権」及び「要管理債権」以外の債権です。
７．「担保・保証等による回収見込額」（ｃ）は、自己査定に基づいて計算した担保の処分可能見込額及び保証
　による回収が可能と認められる額の合計額です。
８．「貸倒引当金」（ｄ）には、正常債権に対する一般貸倒引当金を除いて計上しております。
９．「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」、「危険債権」及び「正常債権」が対象となる債権は、貸借対照表
　の「有価証券」中の社債（その元本の償還及び利息の支払の全部又は一部について保証しているもので
　あって、当該社債の発行が有価証券の私募（金融商品取引法第２条第３項）によるものに限る。）、貸出金、
　外国為替、「その他資産」中の未収利息及び仮払金並びに債務保証見返の各勘定に計上されるもの並び
　に注記されている有価証券の貸付けを行っている場合のその有価証券（使用貸借又は賃貸借契約による
　ものに限る。）です。

信用金庫法及び金融再生法に基づく債権の状況

2023年度 2024年度 2025年度

[信用金庫法開示債権及び金融再生法開示債権の保全・引当状況【単体・連結】] （単位：百万円、％）

（単位：百万円）

4,403 4,353 4,227

698 703 692

1.74％
1.60％

1.92％

2023年度 2024年度 2025年度

15.00%

10.00%

0.00%

60,000

70,000

50,000

40,000

30,000

10,000

20,000

0

51,005 52,281 53,545

15.12% 14.84%
15.67%

（単位：百万円）

自己資本比率 自己資本額

10,000

5,000

0

6,579 6,397 6,336
1,477 1,341 1,416

■信用金庫法及び金融再生法上の不良債権比率と残高推移

破産更生債権
及びこれらに
準ずる債権

危険債権

要管理債権

不良債権比率

5.00%

区分 開示残高（a） 保全額(b) 保全率
(b)/(a)

引当率
(d)/(a-c)

担保・保証等による
回収見込額(c) 貸倒引当金(d)

破産更生債権及び
これらに準ずる債権

2024年度 1,341 1,341 718 622 100.00 100.00
2025年度 1,416 1,416 697 719 100.00 100.00

危 険 債 権 2024年度 4,353 4,071 2,931 1,139 93.52 80.17
2025年度 4,227 3,915 2,816 1,098 92.62 77.87

要管理債権 2024年度 703 342 333 9 48.69 2.49
2025年度 692 310 303 7 44.80 1.83

    三月以上延滞債権 2024年度 - - - - - -
2025年度 26 24 24  0 93.44 13.56

    貸出条件緩和債権 2024年度 703 342 333 9 48.69 2.49
2025年度 665 285 278 6 42.85 1.77

小　計　(A) 2024年度 6,397 5,755 3,983 1,771 89.95 73.37
2025年度 6,336 5,642 3,817 1,824 89.04 72.43

正常債権(B) 2024年度 360,948
2025年度 390,892

総与信残高
(A)+(B)

2024年度 367,346
2025年度 397,228

※上記開示債権について、担保・保証等による回収見込額には、決済確実な割引手形等を含めています。
※不良債権比率は単位未満を四捨五入して表記しています。
※上記開示計数は、単体・連結とも同一です。

不良債権比率
(A)/((A)+(B))×100

2024年度 1.74%
2025年度 1.60%

国内基準4%

国際基準8%
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TANYO DISCLOSURE 2026

中小企業の経営改善に関する態勢整備と取組状況

　当金庫は、「知的資産経営報告書」「経営デザインシート」の作成支援や当金庫独自のお取引先事業所の情報蓄積ツールである「企業概要
カード・情報収集履歴」と事業内容把握のためのヒアリングシートである「課題把握シート」の作成を通じて、お取引先事業所の事業の強みと経
営課題の抽出を行い、外部機関・外部専門家とも連携しつつ、ビジネスマッチングや販路拡大等の事業サポート、金融支援による課題解決の
お手伝いをしています。

　当金庫はお取引先事業所の資金調達、お借入れ方法の変更、特に長期
の分割返済で借入すべき設備対応資金や長期運転資金と、短期借入で対
応すべき経常運転資金を見直し、長期借入・短期借入の組み換えを行うこ
とで、資金繰りの改善を支援させていただいています。

　併せて、各種補助金・助成金申請のお手伝いをはじめ、お客様の事
業の課題解決につながる各種サポートを行っています。お気軽にお声
がけください。

●「課題解決型経営」への支援方針・体制

1.お取引先事業所の資金繰り支援・事業サポート

中小企業の経営支援に関する態勢整備の状況

主な中小企業経営支援に関する取組状況

・兵庫県信用金庫協会川上・
 川下ビジネスネットワーク事業
・（公財）大阪産業局
 大阪府ものづくりB2B
 ネットワーク
・しんきんコネクト
・よい仕事おこしネットワーク

・中小企業活性化協議会
・公認会計士、税理士等

・中小企業診断士 ・（公財）ひょうご産業
  活性化センター

金融支援事業サポート 経営課題の抽出
「強み」の再構築

各種専門家派遣
販路開拓
経営改善
外部連携

補助金申請支援

事業課題解決に
向けた融資提案

資金提供　モニタリング
リレーション強化

お取引先事業所

「知的資産経営報告書」
「経営デザインシート」

「企業概要カード・情報収集履歴」
「課題把握シート」

●事業サポートと外部専門家・外部機関

事業の
たな卸し

事業内容
の共有

本店本部フリーダイヤル :　　　　　　　　　　　　　　  まで 　

ご相談窓口は… 
当金庫各店舗または本店本部

0120-200-707

・ひょうご専門人材相談
 センター
・パーソルホールディングス㈱
・㈱マイナビ
・㈱YOLO JAPAN

・信金キャピタル㈱
・兵庫県働き方改革
 推進支援センター
・兵庫県事業承継・
 引継ぎ支援センター
・兵庫県知財総合支援窓口
・（公財）ひょうご産業
 活性化センター

「知的資産経営支援セミナー」開催
「経営デザインシート・報告書」

作成支援

  経営改善支援、
事業再生支援 販路開拓 人材支援 外部連携

「ひょうご中小企業
技術・経営力評価制度」

の活用
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ものづくり・商業・サービス補助金

事業再構築補助金

創業・事業承継関連補助金

省力化投資補助金

新事業新出補助金

その他補助金

合　計

2023
年度

2024
年度

2025
年度

情報提供件数 134件 174件 143件

エントリー件数 160件 166件 133件

商談件数 66件 89件 74件

2.「知的資産経営」支援

　当金庫は、オラクル
ひと・しくみ研究所 代
表 小阪裕司氏の “商
いの理論と実践手法”

「ワクワク系マーケ
ティング」セミナーを
開催しています。　
　全都道府県及び海
外から千数百社が集
い、取り組まれている

「ワクワク系マーケ
ティング実践会」にお
いては、人の「感性」と

「行動」を軸に「動機づけ」と「絆づくり」を二本柱とした商いの考え方と
実践手法を、参加事業者自らの商いの場で実践・計測することで、楽し
く仕事ができるビジネスモデルを築く取組みを行っています。
　入門講演に続く「ワクワク系実践講座」（2025年6月～12月（4回コー
ス））を開催、当金庫の渉外担当者が実践講座に同席するとともに、その
後も参加事業者様を継続して訪問し、伴走支援に努めさせていただき
ました。
　2026年度も同様に、姫路市で入門講演を4月に、加古川市で実践講
座を6月～12月(4回コース)に開催します。

3.“希望の商い・ワクワク系”実践と伴走支援

小阪裕司氏

《たんよう》の「知的資産経営」支援
の詳細を掲載しています。→

スマホで詳しく!

　2013年4月の取組開始から2026年3月末ま
でに775件の申請支援に取り組み、うち347件
(補助金合計額74億34百万円)が採択されまし
た。

　「知的資産」とは、バランスシートに記載されている資産以外の、形や計
数で表すことができない資産（経営理念・人材・技術力・組織力・ネットワー
クなど）を指しており、これらを自社の強みとして経営者と社員が共有し、
経営資源として有効に活用することにより自社の価値向上に結び付ける
ことを「知的資産経営」といいます。
　当金庫は、2009年度から「知的資産経営」支援ヘの取組みを開始しま
した。
　2025年度は、5月～9月に「知的資産経営支援セミナー」を「朝来」「加
古川」「神崎」「姫路」の4会場で開催、さらに「経営デザインシート作成セミ
ナー」では、当金庫の支店長および渉外担当者が参加事業所を伴走支援
しました。
　2026年度は、5月に「知的資産経営支援セミナー」を「市川」「加古川」
会場で、7月～2月（4回コース）に「経営デザインシート作成セミナー」を

「加古川」「朝来」「福崎」「姫路」の4会場で開催します。

5.お取引先の補助金申請支援

　公益財団法人大阪産業局が運営
する標記ネットワークを通じて寄せら
れる「こういったモノを試作して欲し
い」「こういう技術を持つ事業所を探
している」といった要望について、渉
外担当者がお客様事業所へその情
報をお届けし、ビジネスマッチングの
お手伝いをしています。

4.「ものづくりB2Bネットワーク」を活用した製造業のた
　めのビジネスマッチング支援

　兵庫県と公益社団法⼈兵庫県物産協会では、
兵庫の豊かな⾃然や歴史・⽂化を⽣かした商品
のうち、《地域らしさ》に加えて、これまでにない
新規性やオリジナリティなどの《創意⼯夫》が施
された逸品を、「五つ星ひょうご」の統⼀ブランド
名で全国に発信しています。
　当金庫は、お取引先に対し、「五つ星ひょうご」
への申請支援を行っており、2026年「五つ星
ひょうご」には、当
金庫の取引先や
申請をお手伝いし
た先が選定されて
います。

6.「五つ星ひょうご」への申請の
　お手伝いをしています。

[ 経営デザインシート作成セミナー ]

補助金の種類 採択件数
192件

122件

18件

7件

3件

5件
347件

五つ星ひょうごの
ホームページ
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地域活性化支援の取組状況
TANYO DISCLOSURE 2026

地域における地方創生事業への参画

当金庫が2025年度に参画(協力)した
プロジェクト等(抜粋)

●「ネーミングライツ」を活用した自治体への協力

●地域新電力会社「とうばんクリーンエナジー株式会社」に出資

●「ゼロカーボンなまち」の実現をめざす神河町と当金庫、株式会社バイウィルによる連携協定締結

金融教育の取組み

●《たんよう》夏休みキッズマネーキャンプの開催

　当金庫は、次のような新たな事業の創造支援等を通じて、地域の活性化や雇用の創出に向け、地方創生事業への参画に積
極的に取り組んでいます。

　加古川市は、スポーツ施設や文化施設、公園等に企業名や商品
ブランド等を冠した愛称をつける「ネーミングライツパートナー」
を募集しています。当金庫は【加古川市営駐車場】【加古川ウェル
ネスパーク】の2施設のパートナー企業に決まりました。
　2025年4月1日より、両施設には“たんよう”を冠した「愛称」が
付与され、当金庫が負担する命名権料が施設の維持管理やサー
ビス向上に活用されています。
　なお、2026年4月には「兵庫県立南但馬自然学校」においても

“たんよう”を冠するネーミングライツの契約を締結しました。

　2026年1月22日(木)、東播2市2町（加古川市・高砂市・稲美町・播磨町）は、広
域ごみ処理施設「エコクリーンピアはりま」（高砂市梅井）で発電した余剰電力を
同市町の公共施設などで使用するため、第三セクターの地域新電力会社を設
立しました。
　当金庫は250万円出資し、二酸化炭素（ＣＯ２）排出量の削減とエネルギー消費
材を地域内で循環させる事業に取り組んでいます。

　2026年2月9日（月）、神河町・当金庫・株式会社バイウィルの3者は「ゼロカー
ボンなまち神河町」の実現に向けた、環境価値に関する連携協定を締結しました。
　神河町は、令和4年6月に「2050年二酸化炭素排出実質ゼロ」とする『ゼロカー
ボンなまち』を宣言し、ミッションの達成に向けて様々な取組みを行っています。
　株式会社バイウィルは、省エネ・再エネ設備の導入や森林管理等によるＪ－クレ
ジットの創出支援・販売を行うプロバイダーとして、全国の金融機関・自治体と連
携し、環境価値の“地産地消”に取り組んでいます。
　当金庫と株式会社バイウィルは、連携協定を通じて、神河町で創出されたＪ－ク
レジットの流通・販売等の“地産地消”を目指して、地域の脱炭素化を進めていき
ます。

　2025年8月5日（火）に
生野会場（但陽会館）、8月
21日（木）・22日（金）に加
古川会場（たんようウェル
ネスパーク）で《たんよう》
夏休みキッズマネーキャ
ンプを開催しました。
　独自通貨“タンヨー”を
用い、こどもたちが「遊ぶ（学ぶ）」「貯める」「使う」といった体験
を通じて、お金の流れを楽しみながら学べる体験型のキッズ金
融教室で、こどもたちやご父兄に好評をいただきました。

【愛称】たんようカーパークつつじ 【愛称】たんようウェルネスパーク
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移送サービス

献血協力普通救命講習認知症サポーター
養成講座

全店ATMコーナーに
AEDを配備

こども１１０番の店

～ボランティアを始めて31年～
　当金庫は、阪神淡路大震災以降、31年間、ボランティア活動を継続しています。2000年1月以降は、ボランティアを目的に設
立した「NPO法人 但陽ボランティアセンター」に、金庫から毎日数名の職員を派遣して、車いすを利用されている方々へのリフ
ト付福祉車両による「移送サービス」等の支援活動を続けています。

　そのほか、
　・高齢者宅(約2,300軒)へのケア訪問
　・職員向け「認知症サポーター養成講座」の開催、
　 啓蒙活動への協力
　・「認知症バリアフリー宣言」を公表
　・食品ロス削減活動の一環として「フードドライブ」を実施
　・全店舗ATMコーナーへのAED配備と職員向け
　 「普通救命講習」の継続開催
　・「こども110番の店」への登録
　・献血への協力

　などの活動を継続しています。

●「NPO法人 但陽ボランティアセンター」への人員派遣など　　　
　継続して取り組んでいる活動

地域貢献(密着)活動

「認知症バリアフリー宣言」の
ロゴマーク

●地域イベント、スポーツ振興等の支援、職員のボランティアスタッフとしての参加

役職員がボランティアでお手伝いした地域イベント等(抜粋)

「世界遺産姫路城マラソン2026」に協賛、240名の職員が
ボランティアスタッフとして参加

姫路「お城まつり」の総踊り、
大名行列に参加

　当金庫では、地域のお祭りやイベントのお手伝いも　　　　　のつとめとして、積極的に参加させていただいています。
会場等で職員の顔を見かけましたら、ぜひお声をかけてください。地域の皆様とのふれあいを楽しみにしています。

2025.05
2025.06
2025.07
2025.08

〃
〃
〃
〃
〃
〃

2025.09
〃

2025.10

〃
〃
〃

2025.11
〃

2025.12
2026.01

〃
〃

2026.02
〃
〃

姫路お城まつり(姫路市内店舗を中心に有志130名が参加)
たたらぎダム湖マラソン(朝来支店)
かさいSDGsフェスタ2025(加西支店)
七夕星まつり(大塩支店)
かみかわ夏まつり(粟賀・寺前支店)
加西サイサイまつり(加西支店)
第2回姫路得とくゼミナールＫＩＤｓ（姫路支店）
生野夏物語(生野支店)
あさご夏祭り（朝来支店）
溝一夏祭り(本店営業部)
かみかわ銀の馬車道まつり(粟賀支店)
銀谷祭り(生野・朝来・和田山支店)
第1回神河町《たんよう》ふれあいグラウンド・ゴルフ大会

（粟賀・寺前支店）
大中遺跡まつり（本荘支店）
第6回神河ヒルクライム（粟賀・寺前・甘地支店）
こどものまち稲美(稲美支店)
第10回神河越知川名水めぐりゆずマラニック(粟賀支店)
加古川ツーデーマーチ(東播磨エリア店舗中心に有志が参加)
かみかわわくWORK(ワーク)TRY(トライ)(粟賀・寺前支店)
書寫山圓教寺「修正会」(姫路北支店)
第3回「大寒祭」(甘地支店)
播磨町ロードレース大会(本荘支店)
第47回兵庫市川マラソン全国大会 (甘地支店)
聖徳太子例祭 (溝口支店)
世界遺産姫路城マラソン2026(全店舗から有志240名が参加)
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総代会制度
TANYO DISCLOSURE 2026

　当金庫は、総会に代えて、総代会制度を採用しております。総代会は、当金庫会員の中から、「定款」および「総代選任規程」に
基づき、公平に選任された総代で組織される当金庫最高の意思決定機関で、会員一人ひとりの意見を適正に反映するための
開かれた制度です。この総代会は、決算の承認、定款の変更、理事・監事の選任等の重要事項を決定し、会員の総意を適正に反
映するための制度です。
　当金庫では、総代会に限定することなく、日常の事業活動や顧客アンケートを通じて、会員やお取引先の大切な意見を経営
に反映していくよう取り組んでおります。
　なお、総代会の運営に関するご意見やご要望につきましては、お近くの営業店までお寄せください。
　また、これまでに、会員から反社会的勢力を排除するため、会員資格や除名、長期所在不明会員の法定脱退に関する定款の
変更を行いました。

●総代とその選任方法
《総代の任期・定数》
　①総代の任期は2年です。
　②総代の定数は、90人以上130人以内で、会員数に応じて各選任区域ごとに定められております。
　　2026年6月末現在の総代数は111名で、2026年3月末現在の会員数は33,169名です。

《総代の選任方法》
　総代は会員の代表として、会員の総意を当金庫の経営に反映する重要な役割を担っています。
　総代の選任については、「総代選任規程」および「総代候補者選考基準」に基づき、次の手続きを経て選任されます。
　①総代会の決議により、会員の中から総代候補者選考委員を選任する。
　②選考委員会を開催のうえ、総代候補者選考委員が総代候補者を選考する。
　③上記②により選考された総代候補者を会員が信任する。（異議があれば申し立てる）

●総代が選任されるまでの手続き

総代の氏名を店頭に1週間以上掲示

理事長は総代に委嘱

再度、総代候補者の選考手続き

異議の申出があった総代候補者については、
あらためて選考を行わないことができる。

異議の申出があった総代候補者の数が選任
区域の総代定数の1/2未満の場合

選任区域の会員数の1/3以上の会員から異議の申出が
あった総代候補者

会員から異議がない場合または選任区域の会員数の
1/3未満の会員から異議の申出があった総代候補者

地区を5区の選任区域に分け、選任区域ごとに総代の定数を定める

総代候補者の氏名を、1週間以上店頭に掲示するとともに神戸新聞に公告

異議申出期間（公告後2週間以内）

総代会の決議により、選任区域ごとに会員のうちから選考委員を委嘱

選考委員の氏名を１週間以上店頭へ掲示

選考委員が総代候補者を選考

理事長に報告

異議の申出があった総代候補者については、他
の候補者を選考

異議の申出があった総代候補者の数が選任区
域の総代定数の1/2以上の場合総

代
の
選
任

総
代
候
補
者

の
選
考

総
代
候
補
者

選
考
委
員

の
選
任

総代会制度について
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安達 裕① 阿比野剛⑦　 井上登志男③ 井上　拓⑦　 大池玄承③
岡田兼明①　 大西　敦②　 尾上広和②　 北野 香⑦　 窪　重男①
齋木俊治郎⑥ 斉藤洋介③　 佐和　敬⑪　 塩谷宜数⑤ 篠原正泰①
正德英俊① 髙島隆三郎① 瀧川祥也①  武木田誠一③ 竹田典高①
田中康則⑫　 長久公彦① 壷阪政和⑥ 長田俊介① 萩原唯典②
濵中 剛⑤　 久斗譲二①　 松岡淳朗⑦　 的埜晃大⑥ 三木一正③
門口雅彦①　 安田宏行⑫　 山口義弘⑬　 山下裕史⑤ 横田勝好⑦  
米澤重宏②
大塚精工株式会社㉑　学校法人摺河学園㉑　永井産業株式会社○
御国色素株式会社⑮　ヤマサ蒲鉾株式会社○
伊藤正裕① 枝川潤一⑧ 大庫良一⑤ 大辻利紀⑤ 大西淳滋郎⑤
岡田洋一③　 岡田義則⑧　 小川　豊⑦　 釜谷和明①　京谷歳平④
栗原英治⑥　 栗原直樹①　 湖中明憲⑯　 城 貴博⑨ 多木隆元⑤
瀧川松平④　 辰己孝男⑤ 田中靖宏④ 田邊　誠⑧　都倉達殊⑦
戸﨑寿人①　 中田美晴⑩　 中野哲郎⑥　 西尾　透⑦ 橋本眞人② 
長谷川昌美⑫ 長谷川吉弘⑰ 前川真一郎② 前島克彦①　松﨑正誠① 
松本浩一⑧ 三村浩之③　 山田基嗣②　 山本亜也夫①
株式会社籠谷⑯　釜谷紙業株式会社⑬　ニシカワ食品株式会社㉑
株式会社マルアイ⑥
浅井達哉②　大西和樹②　大山重勝④　平崎泰彦④　森本幸吉⑨
株式会社東播自動車教習所㉑

第79期通常総代会の決議事項について
　2026年6月26日開催の第79期通常総代会において、次の事項が付議され、それぞれ原案通り決議されました。
1．報告事項　
　第79期（2025年4月1日から2026年3月31日まで）業務報告、貸借対照表及び損益計算書報告の件
2．決議事項　
　第１号議案　剰余金処分案承認の件
　第２号議案　定款第15条に基づく会員除名の件
　第３号議案　理事10名選任の件
　第４号議案　監事3名選任の件

●総代選任区域及び総代氏名

《総代候補者の選考基準》
　当金庫は、総代候補者を選考するにあたり、「総代候補者選考基準」に
基づき、総代に相応しい候補者を会員の中から公正に選考しています。
①資格要件
　・当金庫の会員であること。
　・就任時点で満８０歳を超えていないこと。
②適格要件
　・人格識見に優れ、地域と金庫の発展に寄与できること。
　・地域における信望が厚く、総代として相応しいこと。
　・良識をもって正しい判断ができること。
　・金庫の理念、使命をよく理解し、金庫と緊密な取引関係を
　　有すること。

　総代は、会員の代表として、会員の総意を当金庫の経営に反映
する重要な役割を担っています。

理事長は、総代候補者氏名を店頭
に掲示し、所定の手続きを経て、
会員の代表として総代を委嘱

総代会の決議により、会員の中
から総代候補者選考委員基準
に基づき、選考委員を選任する

選考委員会を開催のうえ、
選考基準に基づき、選考委
員が総代候補者を選考

総代
候補者

選考委員

総　代

会

員

■総代会制度のイメージ

決算に関する事項、
理事・監事の選任等
重要事項の決定

総代会

2026年6月末現在（法人個人別50音順・敬称略）総代総数111（内法人総代14）
地 区
第1地区

第2地区

第3地区

第4地区

第5地区

朝来市
養父市

井上英俊⑮ 奥藤博司⑨ 衣川義弘③ 桐山徹郎⑭ 佐藤　恭⑮
田辺秀夫③　能見洋八郎⑮ 松本政信⑥
株式会社タクミナ○
伊東徹弥① 岩﨑敬三⑦　片岡　仁②　 川岸浩二②　後藤優佳②
菅野弘司⑥　千石滋之②　谷綛 徹⑦　 谷口守男⑬　中塚昌利⑬
濱本泰秀④　平野智哉③　三森真一郎① 山名宗悟⑤
株式会社誠壽堂⑦　兵庫クレー株式会社⑩　福伸電機株式会社㉑

神崎郡
加西市
西脇市

姫路市
（旧飾磨郡
家島町を除
く）
たつの市
揖保郡

加古川市
（平岡町土山
地区を除く）
高砂市
三木市
小野市
加東市

加古川市
平岡町土山
地区
明石市
加古郡
神戸市西区
  〃  垂水区

9

17

41

38

※氏名の後の数字は総代への就任回数です。
※総代のお名前の開示につきましては、総代就任時等にご承諾をいただいています。

6

区 域 氏 名人数

25

25
27

第５号議案　退任理事に対する退職慰労金贈呈の件
第６号議案　役員賞与の支給の件
※今年度の出資配当金は、創業100周年にあたり、会員皆様の日頃のご支援に感謝
　し、従来の年6%に2%の記念配当を加え、年8%にさせていただきました。

職業別

〈総代の属性別構成比〉
（2026年6月末現在）

※業種別の構成比は、法人・法人代表者、
　個人事業主で算出しています。
※年代別の構成比は、法人の場合は代
　表者の年令で算出しています。

年代別

業種別

法人代表者
82.0％

個人事業主
3.6％

個人1.8％

法人
12.6％

80歳代
2.7％

70歳代
37.0％

60歳代
33.3％

50歳代
20.7％

40歳代
6.3％

製造業
41.3％

建設業
9.2％

運輸業
2.7%

情報通信業
0.9%

卸・小売業
21.1％

サービス業
20.2％不動産業

3.7％
保険業
0.9％
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組織体制、店舗等のご案内（事務所の名称及び所在地）

店舗のご案内 （2026年6月末現在　34店舗）

❶
❷
❸

本 　 店
本 店 別 館
生 野 本 部

加古川市加古川町溝之口７７２
加古川市加古川町平野３６７
朝来市生野町口銀谷５１１

※全店舗のATMコーナーにAEDを備え付けています。
※全店舗のATMコーナーは３６５日稼動。

☎（079）422-7721
☎（079）423-2300
☎（079）679-2253

東播磨・加西地区　　　　　　　　　　　　　　  （１５店舗）
❶
❷
❹
❺
❻
❼
❽
❾
�
�
�
�
�
�
�

本 店 営 業 部
平 野 支 店
加古川東支店
土 山 支 店
北 野 支 店
別 府 支 店
神 野 支 店
尾 上 支 店
高 砂 支 店
高砂中央支店
高 砂 西 支 店
大 塩 支 店
本 荘 支 店
稲 美 支 店
加 西 支 店

加古川市加古川町溝之口７７２
加古川市加古川町平野３６７
加古川市平岡町新在家７１６-13
加古川市平岡町土山１２０３-1
加古川市野口町北野１１３９-3
加古川市別府町別府６１８-2
加古川市神野町西条４１６-1
加古川市尾上町旭１-45-2
高砂市米田町米田９７１-1
高砂市高砂町栄町３７３-1
高砂市曽根町８０１-5
高砂市北浜町西浜１２０８-50
加古郡播磨町北本荘１-10-15
加古郡稲美町国岡２-10-6
加西市北条町横尾３８１-7

☎（079）422-7711
☎（079）421-2721
☎（079）425-4151
☎（078）942-5851
☎（079）425-0373
☎（079）437-3201
☎（079）438-1003
☎（079）422-5551
☎（079）431-6833
☎（079）443-3122
☎（079）447-1203
☎（079）254-3432
☎（079）435-2055
☎（079）492-3222
☎（0790）43-1231

姫路地区　　　　　　　　　　　　　　  　　　 （１２店舗）
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

姫 路 支 店
姫 路 南 支 店
姫 路 東 支 店
姫 路 北 支 店
姫 路 西 支 店
姫 路 灘 支 店
城 西 支 店
城 北 支 店
飾 磨 支 店
勝 原 支 店
香 呂 支 店
溝 口 支 店

姫路市二階町１１１
姫路市東延末３-6
姫路市花田町加納原田９１７-1
姫路市御立西６-1-39
姫路市飾西６４０
姫路市白浜町宇佐崎中１-37-3
姫路市土山３-7-30
姫路市増位本町１-1-9
姫路市飾磨区構２-19
姫路市勝原区熊見７７-3
姫路市香寺町香呂３
姫路市香寺町溝口５５５-4

☎（079）224-2171
☎（079）285-3711
☎（079）253-9210
☎（079）293-2011
☎（079）266-9231
☎（079）245-1011
☎（079）298-2201
☎（079）281-5421
☎（079）235-2300
☎（079）230-3111
☎（079）232-1011
☎（079）232-7715

朝来・神崎地区　　　　　　　　　　　　　　  　 （７店舗）
❸
�
�
�
�
�
�

生 野 支 店
和 田 山 支 店
朝 来 支 店
粟 賀 支 店
寺 前 支 店
甘 地 支 店
福 崎 支 店

朝来市生野町口銀谷５１１
朝来市和田山町枚田７９０
朝来市新井１２８-1
神崎郡神河町粟賀町３６６
神崎郡神河町寺前２１９-3
神崎郡市川町甘地８３４-1
神崎郡福崎町西田原１４０３-1

☎（079）679-2251
☎（079）672-5500
☎（079）677-1121
☎（0790）32-1121
☎（0790）34-1710
☎（0790）26-1121
☎（0790）22-1221

　総代会は、信用金庫の最高意思決定機関で、会員一人ひとり
の意見を適正に反映するための開かれた制度です。

総代会

　理事会は、総代会において選任された理事により構成され、
理事長等の代表理事を選定するほか、当金庫の業務執行に関す
る重要事項を決定するとともに、理事の職務の執行を監督する
機関です。

理事会

　常務会は、常勤理事をもって構成され、理事会からの委任事項
や理事会の諮問事項を協議するほか、当金庫の業務推進等に関
わる基本方針および経営計画について協議を行うとともに、金
庫業務全般の監理・統括を行う機関です。

常務会

（※１）理事 神澤 佳裕は、信用金庫業界の「総代会の機能向上策等に関する
　　  業界申し合わせ」に基づく職員外理事です。

（※２）監事 中嶋 孝司・北川 洋士は、信用金庫法第３２条第５項に定める員外監事です。

■役員一覧 (2026年6月末現在)

（理事・監事の氏名及び役職名）

（※１）
（※２）

（※２）

理 事 長
（ 代 表 理 事 ）

専 務 理 事
（ 代 表 理 事 ）

専 務 理 事
（ 代 表 理 事 ）

常 務 理 事
（ 代 表 理 事 ）

常 勤 理 事
常 勤 理 事
常 勤 理 事
常 勤 理 事
常 勤 理 事
理 事
常 勤 監 事
監 事
監 事

桑 田 純 一 郎

大 西 伸 吾

田 中 和 彦

浅 原 亮 太

玉 川 義 雄
赤 松 一 人
桑 田 竜 一 郎
小 林 幹 政
山 本 賢 造
神 澤 佳 裕
中 嶋 孝 司
中 野 利 章
北 川 洋 士

　監事会は、監事全員をもって構成され、理事の職務執行に関す
る監査方針等を決定する機関です。
　また、監事は業務監査および会計監査を実施し、監査報告書を
作成します。

監事会

組織図（事業の組織）（2026年6月末現在）
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出張所（店外ATM）のご案内

子会社等の概要

（2026年6月末現在 ７1出張所）

（2026年３月末現在）
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加 古 川 市 役 所 出 張 所
ヤマトヤシキ加古川店出張所
ニッケ パ ー クタウン 出 張 所
加 古 川 中 央 市 民 病 院 出 張 所
マ ル ア イ 中 津 出 張 所
マ ル ア イ 木 村 出 張 所
マックス バリュ友 沢 出 張 所
マックス バリュ今 福 出 張 所
マ ル ア イ 今 福 出 張 所
マックス バリュ安 田 出 張 所
イ オ ン タ ウ ン 野 口 出 張 所
マ ル ア イ 野 口 出 張 所
東 加 古 川 駅 前 出 張 所
マ ル ア イ 東 加 古 川 出 張 所
イオンタウン東加古川出張所
マ ル ア イ 城 の 宮 出 張 所
B i V i 土 山 出 張 所
マックス バリュ水 足 出 張 所

名 称
所 在 地
資 本 金
事 業 内 容
設 立 年 月 日

当金庫の出資比率
常 勤 役 員 数
社 員 数
当 期 売 上 高
経 常 利 益
当 期 純 利 益

但陽ビジネスサービス株式会社　　　　　☎（079）423-0231
加古川市加古川町平野３６７　本店別館内
1,000万円	
現金精査・整理業務、現金自動預入払出機の現金装填・回収業務
2000年１０月１２日

（決算：毎年３月末）

100%
  １名
２0名
121,646千円

7,218千円
5,017千円
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加古川石守ショッピングタウン出張所
県立加古川医療センター出張所
マルアイ本社・神野店出張所
マ ル ア イ 八 幡 出 張 所
ア リ オ 加 古 川 出 張 所
マ ル ア イ 一 色 出 張 所
マ ル ア イ 浜 の 宮 出 張 所
イオンタウン加古川西出張所
コ ー プ 神 吉 出 張 所
マックス バリュ宝 殿 出 張 所
ア ス パ 高 砂 出 張 所
マ ル ア イ 曽 根 出 張 所
高 砂 市 役 所 出 張 所
マ ル ア イ 伊 保 出 張 所
コ ー プ 播 磨 出 張 所
マ ル ア イ 六 分 一 出 張 所
マックス バリュ稲 美 出 張 所
イオンモール加西北条出張所

東播磨・加西地区 （36出張所）
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❷
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マックス バリュ溝 口 出 張 所
マックス バリュ豊 富 出 張 所
姫 路 聖 マ リ ア 病 院 出 張 所
コ ー プ 砥 堀 出 張 所
イ オ ン 姫 路 出 張 所
マ ル ア イ 広 峰 出 張 所
マ ル ア イ ア ンビック 出 張 所
マックス バリュ宮 西 出 張 所
山 陽 姫 路 駅 出 張 所
コ ー プ 田 寺 出 張 所
マックス バリュ安 室 出 張 所
マックス バリュ書 写 出 張 所
マックス バリュ町 田 出 張 所
マックス バリュ青 山 出 張 所

朝 来 市 役 所 出 張 所
イ オ ン 和 田 山 店 出 張 所
フレッシュバザール和田山玉置出張所
山 東 出 張 所
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ヤマダストアー新青山出張所
姫 路 赤 十 字 病 院 出 張 所
マックスバリュ西今宿出張所
マックス バリュ岡 田 出 張 所
姫 路 亀 山 出 張 所
マックスバリュ英賀保出張所
イオンモール姫路大津出張所
マ ル ア イ 広 畑 出 張 所
マ ル ナ カ 広 畑 出 張 所
ヤ マ ダ ストア ー 花 田 出 張 所
イオンタウン姫路別所出張所
マックス バリュ東 山 出 張 所
的 形 出 張 所

公 立 神 崎 総 合 病 院 出 張 所
マックス バリュ市 川 出 張 所
ラ イ フ 福 崎 出 張 所
J R 福 崎 駅 出 張 所

姫路地区

朝来・神崎地区

（27出張所）

（8出張所）

❹加古川東支店

❽神野支店

�高砂西支店

�加西支店

�姫路北支店

�香呂支店

�福崎支店

❷本店別館・平野支店

❻北野支店

�高砂支店

�本荘支店

�姫路南支店

�飾磨支店

�寺前支店

�姫路灘支店

�和田山支店

❸生野本部・生野支店

❼別府支店

�高砂中央支店

�稲美支店

�姫路東支店

�勝原支店

�甘地支店

�城西支店

�朝来支店

❶本　店

❺土山支店

❾尾上支店

�大塩支店

�姫路支店

�城北支店

�粟賀支店

�姫路西支店

�溝口支店

（　は平日のみの稼動。その他の出張所は原則、３６５日稼動しますが、設置施設の
休業日等には稼動しない場合もあります。）

（★は他金庫との共同設置出張所のため、通帳での取引ができない出張所で、ご
利用日・時間帯によっては、手数料が必要になる場合があります。）

★

★
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★

★

養父市

朝来市

神河町

市川町 西脇市

加西市
姫路市

たつの市
太子町

高砂市

明石市

加古川市

神戸市西区

神戸市
垂水区

小野市

稲美町

播磨町

加東市

三木市

福崎町
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